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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第38期
第２四半期
連結累計期間

第39期
第２四半期
連結累計期間

第38期
第２四半期
連結会計期間

第39期
第２四半期
連結会計期間

第38期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（百万円） 14,310 10,829 10,457 7,792 26,840

経常利益（△は損失）（百万円） △167 △165 467 315 △558

四半期（当期）純利益(△は損失）

(百万円）
△361 △188 375 293 △872

純資産額（百万円） － － 1,654 1,467 1,145

総資産額（百万円） － － 16,373 16,196 16,322

１株当たり純資産額（円） － － 159.55 124.58 110.47

１株当たり四半期（当期）純利益

金額　（△は損失）（円）
△34.90 △16.69 36.23 24.95 △84.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 10.1 9.1 7.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,503 1,624 － － △2,245

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△226 △685 － － 255

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,252 △775 － － 1,813

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）　残高（百万円）
－ － 646 609 445

従業員数（人） － － 508 444 480

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　　　　３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 444     

　（注)   従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者は含んでおりません。

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 403     

　（注）　従業員数は就業人員数であり、臨時雇用者は含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　建設業における施工能力（生産能力）は、施工監理、施工技術、機械力、労働力、資金力及び資材調達力等の総合に

よるものであり、工事内容が多く多様化しており、当社は外注に依存している割合が高く、具体的に表示することは

困難であるため、特に記載しておりません。

(2）受注状況

　当第２四半期連結会計期間における受注状況を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

受注高（百万円） 前年同四半期比（％） 受注残高（百万円） 前年同四半期比（％）

住宅工事請負事業 3,441 87.4 7,098 87.9

分譲事業 1,341 83.2 601 83.8

合計 4,782 86.2 7,699 87.5

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

住宅工事請負事業（百万円） 5,085 71.5

分譲事業（百万円） 1,713 75.9

その他事業（百万円） 993 91.7

合計（百万円） 7,792 74.5

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(4）季節的変動について

　当社グループは、住宅工事請負事業における建物の完成引渡しが第２四半期、第４四半期に集中し、第１四半期、第

３四半期の売上高の割合が低くなるという事業特性があります。

２【事業等のリスク】

   当第２四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

EDINET提出書類

ミサワホーム北海道株式会社(E00286)

四半期報告書

 4/25



４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　（1）業績の状況

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。　　　　　　　　　　　

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の増加により景気は持ち直しつつあるものの、

企業収益の落ち込みを背景に設備投資は減少を続けております。個人消費につきましても、政府の経済対策の効

果により、家電や自動車等の耐久消費財で増加は見られましたが、雇用・所得環境が依然厳しさを増す中で総じ

て低迷しております。

　　

住宅業界におきましても、雇用・所得環境の厳しさが続く中、地価の下落により、消費者のマイホーム取得意

欲は刺激される一方、宅地価格の下落と同様に住宅価格も下落すると判断する消費者と供給業者との価格認識の

ギャップが拡大し、受注はますます厳しい状況が続いております。

このような市場環境下、当社グループは、営業力の強化とコスト削減に努め、地域密着型営業の強化を図ると

ともに、商品開発に努めてまいりました。

販売面では、ママの声から誕生した「ほっこりホーム　エコモデル」やルーフバルコニーのある家で、北国の

太陽を楽しむ「ＧＥＮＩＵＳ　まちの空」の展示会の開催や、函館地区の総合展示場の建替えなど積極的な営業

展開をすすめてまいりました。

以上の結果、北海道内の需要総体が低迷する中、地域密着型営業を推し進め、コスト削減と受注促進に努めま

したが、当第２四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高77億92百万円（前年同期比25.5％

減）となり、利益面では、３億46百万円（前年同期比29.6％減）の営業利益、経常利益は３億15百万円(前年同期

比32.5％減）、四半期純利益は２億93百万円(前年同期比21.8％減）となりました。

当社グループの売上高は、住宅工事請負事業における建物の完成引渡しが第２四半期、第４四半期に集中し、

第１四半期、第３四半期の売上高の割合が低くなるという事業特性があります。

　     なお、セグメント別の状況は以下のとおりであります。

 

　　　（住宅工事請負事業）

当事業の売上は、個人住宅、アパートメント等の工事請負であります。

当第２四半期連結会計期間は、持家着工戸数が引き続き減少し競合が激化する中、営業力の強化とコスト削減

を推し進め受注促進に努めましたが、売上高は50億85百万円（前年同期比28.5％減）となり、営業利益は２億89

百万円（前年同期比8.0％減）となりました。

　     (分譲事業）

当事業の売上は、土地付分譲住宅及び分譲宅地の販売によるものであります。

当第２四半期連結会計期間は、在庫削減のもと分譲販売に注力しましたが、売上高17億13百万円（前年同期比

24.1％減）となりましたが、分譲販売不振により、営業損失は48百万円（前年同期は８百万円の営業損失）とな

りました。

     　(その他事業）

当事業の売上は、主にリフォーム等のホームイング工事の受注によるものであります。

当第２四半期連結会計期間の売上高は９億93百万円（前年同期比8.3％減）、営業利益は１億25百万円（前年同

期比40.2％減）となりました。
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　（2）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、当第１四半期連結会計

期間末に比べ１億74百万円増加し、６億９百万円となりました。

　

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

  営業活動の結果得られた資金は、26億85百万円（前第２四半期連結会計期間は27億56百万円の収入）となりま

した。これは主に、税金等調整前四半期純利益３億８百万円と仕入債務の減少額14億70百万円及びたな卸資産の

減少額10億89百万円によるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は、１億13百万円(前第２四半期連結会計期間は８百万円の使用）となりました。

これは主に貸付による支出１億10百万円によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

  財務活動の結果使用した資金は23億96百万円(前第２四半期連結会計期間は31億72百万円の使用）となりまし

た。これは、短期借入金の減少額23億55百万円によるものであります。   

　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　（4）研究開発活動

当社グループでは、商品自体の開発については、住宅部材仕入先であるミサワホーム㈱へ包括的に委託してお

り、当社では、研究開発活動は行っておりません。

  商品の運用面におきましては、ミサワホーム㈱と協力し、北海道の気候・風土に適した北海道向けの商品の開

発や９ケ所に常設展示場を設置し、北海道における住生活の提案等を行っております。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。 
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 39,000,000

計 39,000,000
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②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 11,780,800 11,780,800札幌証券取引所

権利内容に何ら

限定にない当社

における標準と

なる株式であり、

単元株式数は

1,000株でありま

す。

計 11,780,800 11,780,800 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～　

平成21年９月30日
－ 11,780,800 － 1,238,602 － 397,208

　

（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

　ミサワホーム株式会社 東京都新宿区西新宿二丁目４番１号 9,066 76.95

　ミサワホーム北海道従業員持株会
北海道札幌市白石区東札幌二条６丁目８

番１号
742 6.30

　株式会社北洋銀行
北海道札幌市中央区大通西三丁目１１番

地
262 2.22

　ミサワホーム北海道取引先持株会
北海道札幌市白石区東札幌二条６丁目８

番１号
175 1.48

　東北ミサワホーム株式会社 宮城県仙台市青葉区中央一丁目３番１号 60 0.50

　株式会社北海道銀行 北海道札幌市中央区大通西四丁目１番地 52 0.44

　株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７番１号 52 0.44

　伊藤組木材株式会社 北海道石狩市新港南二丁目７２５番１ 52 0.44

　ミサワホーム北海道役員持株会
北海道札幌市白石区東札幌二条６丁目８

番１号
42 0.35

　ミサワホーム信越株式会社
新潟県新潟市中央区関新二丁目１番５３

号
40 0.33

計 － 10,544 89.50
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　11,778,000 11,778 

単元未満株式 普通株式       2,800 －
　１単元（1,000株）未

  満の株式　　

発行済株式総数  　　　　  11,780,800 － －

総株主の議決権 － 11,778 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式1,000株が含まれております。また、

　　　「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

－ －  －  －  －  － 

計 －  －  －  －  － 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 350 338 317 285 220 230

最低（円） 344 323 285 220 205 205

　（注）　最高・最低株価は、札幌証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省

令第14号）に準じて記載しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、並びに、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び

当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新

日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 664,593 470,964

受取手形・完成工事未収入金等 365,969 559,864

販売用不動産 8,424,140 9,662,433

未成工事支出金 1,201,676 627,105

仕掛販売用不動産 2,419,265 2,520,043

貯蔵品 8,139 9,042

繰延税金資産 20,401 18,568

その他 949,289 358,231

貸倒引当金 △3,057 △2,322

流動資産合計 14,050,418 14,223,930

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,522,361 1,515,615

減価償却累計額 △905,919 △931,572

建物及び構築物（純額） 616,442 584,042

土地 1,185,639 1,185,639

建設仮勘定 － 3,753

その他 317,618 328,593

減価償却累計額 △274,477 △274,198

その他（純額） 43,140 54,395

有形固定資産合計 1,845,223 1,827,831

無形固定資産 26,624 28,471

投資その他の資産

投資有価証券 171,112 160,343

繰延税金資産 9,211 7,490

その他 109,458 82,095

貸倒引当金 △15,230 △8,000

投資その他の資産合計 274,552 241,929

固定資産合計 2,146,399 2,098,232

資産合計 16,196,818 16,322,162
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 3,080,805 2,675,363

短期借入金 6,061,870 7,244,720

1年内返済予定の長期借入金 334,160 320,860

未払法人税等 33,569 39,145

繰延税金負債 25,226 33,659

未成工事受入金 1,858,484 1,298,948

不動産事業受入金 15,745 19,565

預り金 483,041 489,000

賞与引当金 130,873 144,122

完成工事補償引当金 49,627 57,610

その他 340,406 439,112

流動負債合計 12,413,810 12,762,109

固定負債

社債 200,000 200,000

長期借入金 1,790,000 1,896,510

退職給付引当金 22,544 16,693

役員退職慰労引当金 105,523 101,720

その他 197,329 199,747

固定負債合計 2,315,396 2,414,671

負債合計 14,729,207 15,176,780

純資産の部

株主資本

資本金 1,238,602 988,501

資本剰余金 397,208 505,001

利益剰余金 △135,749 △304,900

株主資本合計 1,500,061 1,188,601

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △32,450 △43,219

評価・換算差額等合計 △32,450 △43,219

純資産合計 1,467,610 1,145,382

負債純資産合計 16,196,818 16,322,162
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※1
 14,310,084

※1
 10,829,184

売上原価 12,224,080 9,233,017

売上総利益 2,086,004 1,596,167

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 884,971 651,730

賞与引当金繰入額 145,807 75,548

退職給付費用 50,764 69,853

役員退職慰労引当金繰入額 7,588 3,803

広告宣伝費 286,034 297,860

貸倒引当金繰入額 － 8,279

その他 823,241 605,326

販売費及び一般管理費合計 2,198,407 1,712,401

営業損失（△） △112,402 △116,233

営業外収益

受取利息 3,258 3,571

受取配当金 1,462 1,483

受取手数料 16,990 14,963

保険料還付金 － 18,858

その他 17,040 19,952

営業外収益合計 38,750 58,829

営業外費用

支払利息 86,531 100,381

社債利息 2,197 2,161

その他 5,184 5,476

営業外費用合計 93,912 108,019

経常損失（△） △167,564 △165,423

特別利益

固定資産売却益 － 254

貸倒引当金戻入額 1,771 －

特別利益合計 1,771 254

特別損失

固定資産売却損 2,269 3

固定資産除却損 20,502 7,159

たな卸資産評価損 86,522 －

特別損失合計 109,294 7,162

税金等調整前四半期純損失（△） △275,087 △172,332

法人税、住民税及び事業税 32,270 28,396

法人税等調整額 54,527 △11,986

法人税等合計 86,798 16,409

四半期純損失（△） △361,885 △188,742
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 ※1
 10,457,843

※1
 7,792,414

売上原価 8,917,692 6,615,758

売上総利益 1,540,151 1,176,656

販売費及び一般管理費

従業員給料手当 461,180 305,841

賞与引当金繰入額 29,712 28,035

退職給付費用 26,433 32,262

役員退職慰労引当金繰入額 4,290 －

広告宣伝費 105,989 155,020

貸倒引当金繰入額 － 8,897

その他 420,078 299,997

販売費及び一般管理費合計 1,047,686 830,054

営業利益 492,465 346,601

営業外収益

受取利息 2,246 2,858

受取手数料 11,703 9,347

その他 9,307 11,365

営業外収益合計 23,258 23,570

営業外費用

支払利息 43,917 50,345

社債利息 1,125 1,089

その他 2,913 3,187

営業外費用合計 47,956 54,623

経常利益 467,767 315,548

特別利益

貸倒引当金戻入額 346 －

特別利益合計 346 －

特別損失

固定資産売却損 2,269 －

固定資産除却損 1,926 6,629

特別損失合計 4,195 6,629

税金等調整前四半期純利益 463,919 308,919

法人税、住民税及び事業税 28,313 25,611

法人税等調整額 59,972 △10,623

法人税等合計 88,285 14,987

四半期純利益 375,633 293,931
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △275,087 △172,332

減価償却費 49,523 41,549

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,771 7,964

賞与引当金の増減額（△は減少） 62,619 △13,249

退職給付引当金の増減額（△は減少） 3,297 5,851

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 712 △7,982

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 7,588 3,803

受取利息及び受取配当金 △4,720 △5,054

支払利息 86,531 100,381

社債利息 2,197 2,161

有形固定資産除却損 20,502 7,159

有形固定資産売却損益（△は益） 2,269 △250

売上債権の増減額（△は増加） 96,854 193,895

たな卸資産評価損 177,421 72,511

たな卸資産の増減額（△は増加） △106,183 692,890

前渡金の増減額（△は増加） 8,552 82

未収消費税等の増減額（△は増加） － 276

仕入債務の増減額（△は減少） 574,746 405,441

未成工事受入金の増減額（△は減少） 554,035 555,717

預り金の増減額（△は減少） 111,720 △5,959

未払消費税等の増減額（△は減少） △227 △32,712

その他 270,787 △98,766

小計 1,641,370 1,753,378

利息及び配当金の受取額 4,720 5,054

利息の支払額 △125,412 △99,256

法人税等の支払額 △17,326 △35,246

法人税等の還付額 － 682

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,503,352 1,624,611

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △70,000 △40,000

定期預金の払戻による収入 40,000 10,000

有形固定資産の取得による支出 △76,596 △54,910

有形固定資産の売却による収入 39,776 423

無形固定資産の取得による支出 △1,814 －

貸付けによる支出 △824,000 △662,151

貸付金の回収による収入 666,276 61,513

投資活動によるキャッシュ・フロー △226,357 △685,124

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,430,720 △1,182,850

長期借入れによる収入 260,000 －

長期借入金の返済による支出 △81,940 △93,210

株式の発行による収入 － 500,202

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,252,660 △775,858

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 24,334 163,629

現金及び現金同等物の期首残高 622,469 445,964

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 646,803

※
 609,593

EDINET提出書類

ミサワホーム北海道株式会社(E00286)

四半期報告書

16/25



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

１．会計方針の変更 　　 　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を

適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基

準第15号　平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を第１

四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間より着手し

た工事契約から、当第２四半期連結会計期間末までの進捗部分につい

て成果の確実性が認められる工事（工期がごく短期間のもの等を除

く）については工事進行基準を、その他の工事については工事完成基

準を適用しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間末においては工事進行基準を適用

しているものがないため、これによる売上高、営業損失、経常損失及

び、税金等調整前四半期純損失への影響はありません。　

【簡便な会計処理】

 

当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定する方法によっております。

２．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法　

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除

項目を重要なものに限定する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判定に関しては、前連結会計年度末以降に

経営環境等、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められる

ので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっております。　

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日）

該当事項はありません。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末

（平成21年９月30日）

前連結会計年度末

（平成21年３月31日）

　１　保証債務     　

　（イ）　住宅購入者のための住宅ローン融資に対する

      　抵当権設定登記完了までの保証債務

　　　　　　         　 　           1,975,624千円

　  (ロ）  住宅購入者のためのつなぎ融資に対する住宅

         ローン実行までの保証債務

                                      1,415,886千円

　１　保証債務

　（イ） 住宅購入者のための住宅ローン融資に対する

       抵当権設定登記完了までの保証債務 

　                                    2,799,597千円

　 （ロ） 住宅購入者のためのつなぎ融資に対する住宅

        ローン実行までの保証債務

                            　         1,123,190千円
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（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

※１　当社グループの売上高は、建物の完成引渡しが第２　　

　　　四半期、第４四半期に集中し、第１四半期、第３四半

期の売上高の水準が低くなるという事業特性がありま

す。

※１　　　　　　　　　　同左　

 

前第２四半期連結会計期間

（自　平成20年７月１日

至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年７月１日

至　平成21年９月30日）

※１　当社グループの売上高は、建物の完成引渡しが第２　　

　　　四半期、第４四半期に集中し、第１四半期、第３四半

期の売上高の水準が低くなるという事業特性がありま

す。

※１　　　　　　　　　　同左

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間

（自　平成20年４月１日

至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成21年４月１日

至　平成21年９月30日）

※ 　  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

※ 　  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

 （千円）

　現金及び預金勘定 746,803

　預入期間が３か月を超える定

  期預金
△100,000

　現金及び現金同等物 646,803

　

 （千円）

　現金及び預金勘定 664,593

　預入期間が３か月を超える定

  期預金
△55,000

　現金及び現金同等物 609,593

　

　

（株主資本等関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至　

平成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類 当第２四半期　　　　連結会計期間末

　普通株式（株） 11,780,800

２．自己株式の種類及び株式数

            該当事項はありません。

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。
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５．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、平成21年６月１日付で、ミサワホーム株式会社から第三者割当増資の払い込みを受けました。こ

  の結果、当第２四半期連結累計期間において資本金、資本準備金はそれぞれ250,101千円増加しました。

    また、平成21年６月26日開催の定時株主総会決議で資本準備金を357,893千円減少させ、その他資本剰余

  金に振替え、全額をその他利益剰余金の損失のてん補に充当したことにより、当第２四半期連結会計期間末

  において、資本金が1,238,602千円、資本準備金が397,208千円となっております。

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）

 
住宅工事請
負事業
（千円）

分譲事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
　(千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 7,116,8942,257,7171,083,23110,457,843 － 10,457,843

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 7,116,8942,257,7171,083,23110,457,843 － 10,457,843

営業利益又は営業損失（△） 315,276△8,862 209,531515,945 (23,479)492,465

当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

 
住宅工事請
負事業
（千円）

分譲事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
　(千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 5,085,1161,713,461993,8377,792,414 － 7,792,414

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 5,085,1161,713,461993,8377,792,414 － 7,792,414

営業利益又は営業損失（△） 289,930△48,478125,312366,763 (20,162)346,601
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前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）

 
住宅工事請
負事業
（千円）

分譲事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
　(千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 9,041,1753,417,4581,851,45014,310,084 － 14,310,084

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 9,041,1753,417,4581,851,45014,310,084 － 14,310,084

営業利益又は営業損失（△） 276,387△505,775159,657△69,730 (42,672)△112,402

当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

 
住宅工事請
負事業
（千円）

分譲事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
　(千円）

連結
（千円）

売上高       

(1）外部顧客に対する売上高 6,900,2822,297,5921,631,30910,829,184 － 10,829,184

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ － － － － －

計 6,900,2822,297,5921,631,30910,829,184 － 10,829,184

営業利益又は営業損失（△） 255,635△419,32982,405△81,287 (34,945)△116,233

　（注）(1）事業区分の方法

事業の種類、商品の存在形態、販売市場等の類似性及び業態を考慮して区分しております。

(2）各事業区分別の主要商品及び事業内容は次のとおりであります。

事業区分 主要商品及び事業内容

住宅工事請負事業

木質住宅の建築工事請負

ビル・マンション等の建築工事請負

増築工事請負

 保険代理店業務

分譲事業 土地付分譲住宅の施工・販売、分譲宅地の販売、保険代理店業務

その他事業

不動産の仲介

建築確認申請及び調査

改築等のリフォーム工事請負

アパート等の管理

(3）会計方針の変更       

  前第２四半期連結累計期間　

  （棚卸資産の評価に関する会計基準）

  　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載したとおり、第１四半期連会

　　計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用され

　　たことに伴い、当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）の分譲事業の営

    業損失は54,938千円増加しております。　　　　　　
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(4）追加情報   

    前第２四半期連結累計期間       

 （販売用不動産取得に係る費用の会計処理の方法）

   「追加情報」に記載したとおり、第１四半期連結会計期間より、不動産取得税、特別土地保有税（取得分）

   及び不動産登記費用について、たな卸資産の取得原価に含めて計上することにしております。これにより、

   当第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年９月30日）の分譲事業の営業損失は21,478千

   円減少しております。 

        

【所在地別セグメント情報】

　　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

　（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至

　平成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

　　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間(自

平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間(自平成20年４月１日　至平

　成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）　

  　海外売上高がないため該当事項はありません。　　

（有価証券関係）

　  当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

  ません。　

　

（デリバティブ取引関係）

　      　当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）

　　　　　当社グループは、ヘッジ会計が適用されている「金利スワップ取引」のみを行っているため、開示対象から

　      除いております。

　

（ストック・オプション等関係）

　当第２四半期連結会計期間（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 124.58円 １株当たり純資産額 110.47円

２．１株当たり四半期純損失金額

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 34.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 16.69円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純損失（千円） 361,885 188,742

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 361,885 188,742

期中平均株式数（株） 10,367,800 11,309,800

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 36.23円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 24.95円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 375,633 293,931

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 375,633 293,931

期中平均株式数（株） 10,367,800 11,780,800

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、引き続き通

　常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期連結会計期間末におけるリース取

　引残高は前連結会計年度末に比べ著しい変動が認められないため、記載しておりません。　

２【その他】

　　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月11日

ミサワホーム北海道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平井　久也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　達郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミサワホーム北海道

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日か

ら平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミサワホーム北海道株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められ

なかった。

 

追記情報

　  四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されているとおり、会社は第１四半期連結

  会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」を適用している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、当社（四半期報告書提出会社）が、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したもの

であり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月12日

ミサワホーム北海道株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 平井　久也　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　達郎　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているミサワホーム北海道

株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日か

ら平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について

四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ミサワホーム北海道株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日現在の

財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が、すべての重要な点において認められ

なかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、当社（四半期報告書提出会社）が、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したもの

であり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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